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★読書バリアフリーセミナー 

「読書をあきらめないで 障害や病気で好きな本が読めなくなったあなたへ」 

日時など：１月 25日（土）午後１時～４時 30分、同図書館６階多目的室。 

①インターネット上の電子図書館「サピエ図書館」で利用できるいろいろな本 

講師：ＮＰＯ法人全国視覚障害者情報提供施設協会 サピエ事務局長 西村浩生さん 

②「ひらかた電子図書館」で利用できるバリアフリーな本 

講師：㈱図書館流通センター図書館サポート事業部サポート事業推進室 川口泰輝さん 

 

申込：１月７日（火）午前９時 30分から電話または市の専用フォーム・ＦＡＸで中央 

  ※手話通訳と磁気ループがあります。 

 

★市立図書館では本１冊の内容を全て音読し、１枚のＣＤに保存したデイジー図書と呼

ばれる本、文字と音声で目と耳から読めるマルチメディアデイジーという本、普通のサ

イズよりも大きな文字の「大型活字本」、日本語字幕や視覚障害者用音声ガイドの付い

た映画ソフト（ＤＶＤ）などを貸し出している。「ひらかた電子図書館」では音声で聞

いたり文字を大きくしたりして読める電子書籍も利用できる。 

 

★セミナーでは全国の図書館のデイジー図書などを利用できるインターネット上の図

書館「サピエ図書館」や著作権フリーのマルチメディアデイジーなど外国人が利用でき

る図書を紹介。紹介した本や機器を実際に体験してもらう時間も。 

＜お問い合わせ＞ 

 中央図書館  ℡：050-7105-8155 FAX：050-7105-8152 

読書バリアフリーって？ 

１月 25日（土）に中央図書館でセミナーを開催 
◎チラシあり  

令和 6年（西暦 2024 年）12月 27日 

 市立中央図書館では１月 25 日（土）に「読書のバリアフリー」をテーマにした

セミナーを開催し、通常の活字での読書が難しいと感じている人へのバリアフリー読

書支援サービスや、さまざまな種類の本に出会えるサービスなどを紹介する。2019

年に「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）」

が施行され、出版社や図書館では通常の活字による読書が困難な障害者などへのサー

ビスを推進している。そのような中、重度障害のある作家・市川沙央さんが第 169回

芥川賞を受賞した会見で訴えた読書バリアフリーに注目が集まった。担当者は「障害

や病気、高齢などの理由で本が読めない、読みづらくなった人にさまざまな読書手段

を知ってもらい自分に合った読書の方法を見つけてもらいたい」と話している。 

 






